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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－複数のモジュール要素（１２；１２’）であって、全てが平面視で同じ正六角形の外
形状を有し、かつ、各々が、
　　　－－上面（１４）と、
　　　－－該上面と対向する下面（１６）と、
　　　－－該モジュール要素の角の数に対応する数の側部表面（１８）と、
　を有し、各モジュール要素（１２；１２’）が、その上面（１４）に、ボールトラック
の少なくともの一つのセクションを形成し、前記モジュール要素の上面に形成された該セ
クションが前記モジュール要素の前記側部表面（１８）を貫通していると共に、プラグベ
ース（２４）が各モジュール要素（１２；１２’）から下面側で突出している、複数のモ
ジュール要素（１２；１２’）と、
　－それぞれに一つのプラグベース（２４）を受容するための規則的に配置された複数の
凹部（３４）を有したベースプレート（３２）であって、該複数の凹部（３４）が前記ベ
ースプレート（３２）に格子状に配置されており、該格子の格子寸法（ｓ）が前記モジュ
ール要素の前記外形状を形成する正六角形の内接円直径に一致し、互いに直に隣接して配
設されたベースプレート（３２）の前記凹部（３４）に嵌入されたモジュール要素（１２
；１２’）が互いに対してそれぞれ一つの側部表面（１８）で面一となるように当接して
いる、ベースプレート（３２）と、
　を備えるモジュール式ボールトラックシステム。
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【請求項２】
　－複数のモジュール要素であって、全てが平面視で同じ正六角形の外形状を有し、かつ
、各々が、
　　　－－上面（１４）と、
　　　－－該上面と対向する下面（１６）と、
　　　－－該モジュール要素の角の数に対応する数の側部表面（１８）と、
　を有し、各モジュール要素が、その上面（１４）に、ボールトラックの少なくともの一
つのセクションを形成し、前記モジュール要素の上面に形成された該セクションが前記モ
ジュール要素の前記側部表面（１８）を貫通していると共に、前記モジュール要素がその
下面（１６）にプラグベースを受容するための凹部を有する、複数のモジュール要素と、
　－それぞれ一つの前記凹部と協働するための規則的に配置された複数のプラグベースを
有したベースプレートであって、該複数のプラグベースが前記ベースプレートに格子状に
配置されており、該格子の格子寸法（ｓ）が前記モジュール要素の前記外形状を形成する
正六角形の内接円直径に一致し、互いに直に隣接して配設されたベースプレートの前記プ
ラグベースに嵌合されたモジュール要素が互いに対してそれぞれ一つの側部表面（１８）
で面一となるように当接している、ベースプレートと、
　を備えるモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項３】
　各プラグベース（２４）の形態とそれぞれに一つのプラグベース（２４）を受容するた
めの各凹部（３４）の形態とは、互いに隣接して配置された二つのモジュール要素（１２
；１２’）を、該二つのモジュール要素（１２；１２’）が互いに対してそれぞれ一つの
側部表面（１８）で面一となるように当接する位置においてのみ、ベースプレートに嵌入
又は嵌合することを許容する、請求項１又は請求項２に記載のモジュール式ボールトラッ
クシステム。
【請求項４】
　各プラグベース（２４）の形態とそれぞれに一つのプラグベース（２４）を受容するた
めの各凹部（３４）の形態とは、前記モジュール要素の外形状を形成する正六角形と同じ
形状を有しているが、前記モジュール要素の外形状を形成する正六角形よりも小さい内接
円直径（ｄ）を有している、請求項３に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項５】
　前記ボールトラックシステムは、互いに直に隣接して配置されていないそれぞれの二つ
の前記モジュール要素（１２；１２’）の隙間の橋渡しをするための前記ボールトラック
のセクションを形成する接続レール（４２）をさらに備える、請求項１から請求項４の何
れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項６】
　各接続レール（４２）は、互いに平行に配置され且つ前記ボールトラックのセクション
を形成する二つのロッド（４４）を有しており、該ロッドは、前記ボールトラックの下方
を前記ロッドを横切る方向に延びる複数の横部材（４６）によって互いに固定されており
、自由端部（４８）を有している、請求項５に記載のモジュール式ボールトラックシステ
ム。
【請求項７】
　前記ロッド（４４）の前記自由端部（４８）はフック状に下方に湾曲している、請求項
６に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項８】
　横部材（４６）が、前記ロッド（４４）の前記自由端部（４８）の各々に近接して配置
されており、ガード体（５２）を形成するように前記ボールトラックの両側において上方
に延伸されている、請求項６又は請求項７に記載のモジュール式ボールトラックシステム
。
【請求項９】
　各ロッド（４４）は、前記自由端部の近傍の上側に傾斜路状の隆起部（５４）を備えて



(3) JP 6856776 B2 2021.4.14

10

20

30

40

50

いる、請求項６から請求項８の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステム
。
【請求項１０】
　モジュール要素（１２；１２’）の上面に形成される前記ボールトラックのセクション
（２０，２２）が該モジュール要素の側部表面（１８）を貫通する一つの位置又は各位置
に直に隣接する各モジュール要素（１２；１２’）は、両側に、ボールトラックに通じる
接続レール（４２）のための一対の掛け留め用開口部（５０）を有する、請求項１から請
求項９の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項１１】
　前記掛け留め用開口部（５０）は、請求項７から請求項９の何れか一項に記載の前記ロ
ッド（４４）を有した接続レール（４２）を受容するように機能する、請求項１０に記載
のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項１２】
　前記掛け留め用開口部（５０）は、前記接続レール（４２）が前記ボールトラックの長
さ方向に予め定められた程度（ｘ）だけ移動することを許容する、請求項１０又は請求項
１１に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項１３】
　前記ボールトラックシステムは、予め定められた高さの柱要素（５６）をさらに備え、
各柱要素が、
－該柱要素の下面に、前記モジュール要素（１２；１２‘）の前記プラグベース（２４）
に対応するプラグベース（２４’）を有すると共に、該柱要素の上面に、それぞれに一つ
のプラグベース（２４）を受容するための前記ベースプレート（３２）の前記凹部（３４
）に対応する凹部（３４‘）を有している、または、
－該柱要素の下面に、前記モジュール要素の前記凹部に対応する凹部を有すると共に、該
柱要素の上面に、前記ベースプレートの前記プラグベースに対応するプラグベースを有し
ている、請求項１から請求項１２の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシス
テム。
【請求項１４】
　前記ボールトラックシステムは、少なくとも一つの中間プレート（５８）をさらに備え
、該中間プレート（５８）は、
－それぞれに一つのプラグベース（２４；２４‘）を受容するための規則的に配置された
複数の凹部（３４”）を有し、該凹部が、形状及び配置において、それぞれに一つのプラ
グベース（２４）を受容するための前記ベースプレート（３２）の前記凹部（３４）に対
応しており、前記中間プレート（５８）の各凹部（３４”）がその下面に前記モジュール
要素（１２；１２’）の前記プラグベース（２４）に対応するプラグベース（２４“）を
備える、または、
－それぞれ一つの凹部と協働するための前記ベースプレートの前記プラグベースに形状及
び配置において対応し且つ規則的に配置された複数のプラグベースを有し、前記中間プレ
ートの各プラグベースがその下面に前記モジュール要素の前記凹部に対応する凹部を備え
る、請求項１から請求項１３の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステム
。
【請求項１５】
　前記ベースプレート（３２）は、前記ベースプレート平面内において互いに掛け留めす
ることができる複数のベースプレート区分体（３６）から形成されている、請求項１から
請求項１４の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項１６】
　前記ボールトラックシステムは、複数のモジュール要素（１２）を備え、該モジュール
要素の上面（１４）には、ボールトラックの湾曲した第一のセクション（２０）とボール
トラックの湾曲した第二のセクション（２２）とが形成されており、前記ボールトラック
の前記第一のセクション（２０）は前記ボールトラックの前記第二のセクション（２２）
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よりも急な湾曲を有している、請求項１から請求項１５の何れか一項に記載のモジュール
式ボールトラックシステム。
【請求項１７】
　前記ボールトラックシステムは、中央開口部（６０）を有した少なくとも一つのモジュ
ール要素（１２“）を備え、該中央開口部（６０）は、前記モジュール要素の前記上面（
１４）に形成された前記ボールトラックの少なくとも一つのセクションと連通しており、
前記ボールトラックの前記少なくとも一つのセクションと関連付けられる機能挿入体を受
容する、請求項１から請求項１６の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシス
テム。
【請求項１８】
　前記ボールトラックシステムは、複数のモジュール要素（７０，８０，８６，９４，１
０２，１１８，１２４，１３２，１３６，１３８，１４６，１５４，１６０，１６４，１
６８，１７２，１７６，１８２，１８４，１８８，１９６，２００）を備え、該モジュー
ル要素では、前記ボールトラックの前記少なくとも一つのセクションが例えば転轍器、ル
ープ、ボールリフト部、ガウスキャノン，カタパルト、漏斗部のような作動要素を含んで
いる、請求項１から請求項１７の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステ
ム。
【請求項１９】
　前記ボールトラックシステムは、同じ大きさで且つ異なる重さのボールを備える、請求
項１から請求項１８の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項２０】
　前記ボールトラックシステムは、異なる磁気特性を有したボールを備える、請求項１か
ら請求項１９の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項２１】
　前記ボールトラックシステムは、集積ＲＦＩＤチップを有したボールを備える、請求項
１から請求項２０の何れか一項に記載のモジュール式ボールトラックシステム。
【請求項２２】
　それぞれに一つのプラグベース（２４）を受容するための前記ベースプレート（３２）
内の前記複数の凹部（３４）の規則的な配置、または
　それぞれ一つの凹部と協働するための前記ベースプレートの規則的に配置された前記複
数のプラグベース、
　がハニカム構造に対応している、請求項１から請求項２１の何れか一項に記載のモジュ
ール式ボールトラックシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モジュール式ボールトラックシステムの形態のゲームに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ボールトラックを使用するゲームは、例えば、特許文献１、特許文献２、特許文献３、
及び、特許文献４で、以前から知られている。モジュール式構成のボールトラックシステ
ムも、例えば特許文献５ですでに知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ドイツ国特許第３４０２７２６号明細書
【特許文献２】欧州特許第１１５０７５３号明細書
【特許文献３】米国特許第４７１３０３８号明細書
【特許文献４】英国特許出願公開第２２８５７５５号明細書
【特許文献５】ドイツ国実用新案第２０２００４００７５７４号明細書
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、公知のボールトラックシステムと比較して、より幅広い種類のトラッ
ク構造を許容し、さらに取扱い、特にボールトラックの組立及び分解に関して、複雑では
なく、最後に、数が多い場合でも、安価に製造することができるボールトラックシステム
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的は、本発明によれば、特許請求項１又は特許請求項２の特徴を有するモジュー
ル式ボールトラックシステムによって達成される。本発明によるモジュール式ボールトラ
ックシステムの両方の主たる実施形態は、複数のモジュール要素を備え、該モジュール要
素の全てが平面視で同じ正多角形の外形状を有している点において共通している。各モジ
ュール要素は、上面と、該上面と対向する下面と、モジュール要素の角の数に対応する数
の側部表面とを有している。各モジュール要素は、その上面に、ボールトラックの少なく
とも一つのセクション（部分）を形成し、当該セクションがモジュール要素の側部表面を
貫通している。換言すると、各モジュール要素の上面に形成されたボールトラックの少な
くとも一つのセクションがモジュール要素の一つの側部表面で始まって（又は終わって）
おり、ボールトラックが隣接するモジュール要素の他のボールトラックセクションに繋げ
られるようになっている。好ましくは、モジュール要素の上面に形成されたボールトラッ
クのセクションが窪んだセクションとなっている、すなわち、ボールトラックセクション
がモジュール要素の上面に通じている。好ましくは、複数のモジュール要素の各々はディ
スク形状（板形状）を有している、すなわち、各モジュール要素の高さが他の二つの空間
方向におけるモジュール要素の長さよりも有意に短くなっている。本発明のモジュール式
ボールトラックシステムの特に好ましい形態によれば、前記正多角形は正六角形であるが
、これから逸脱したものとして、前記正多角形が、例えば、正方形、ひし形、三角形、五
角形、八角形などとなっている他の実施形態も可能である。
【０００６】
　第一の主たる実施形態では、プラグベースが各モジュール要素からその下面側で突出し
ている。モジュール式ボールトラックシステムの第一の主たる実施形態に属するベースプ
レートは、それぞれに一つのプラグベースを受容するための規則的に配置された複数の凹
部を有し、該複数の凹部がベースプレート上に格子状に配置されており、該格子の格子寸
法がモジュール要素の外形状を形成する正多角形の内接円直径に一致するようになってい
る。互いに直に隣接して配設されたベースプレートの凹部に嵌入されたモジュール要素は
、互いに対してそれぞれ一つの側部表面で互いに面一となるように当接している。対応し
て配置されるモジュール要素では、このようにして、モジュール要素の上面に形成された
ボールトラックセクションが、個々のモジュール要素の間に接続要素の必要なしに且つ個
々のモジュール要素が互いに締結される必要なしに、連続的なボールトラックを形成する
。
【０００７】
　本発明によるモジュール式ボールトラックシステムの第二の主たる実施形態によれば、
各モジュール要素は、その下面に、プラグベースを受容するための凹部を有しており、第
二の主たる実施形態に属するベースプレートは、それぞれ一つの凹部と協働するための規
則的に配置された複数のプラグベースを有し、該複数のプラグベースもまたベースプレー
ト上に格子状に配置され、該格子の格子寸法がモジュール要素の外形状を形成する正多角
形の内接円直径に一致するようになっている。第一の主たる実施形態と同様に、互いに直
に隣接して配設されたベースプレートのプラグベースに嵌合されるモジュール要素はそれ
ぞれ一つの側部表面で互いに面一になるように当接している。これにより生じる利益は、
第一の主たる実施形態の利益と一致している。上記説明の文脈内において、格子寸法とは
、ベースプレート上で互いに直に隣接して配設されている二つの凹部又はプラグベースの



(6) JP 6856776 B2 2021.4.14

10

20

30

40

50

間隔を指す。
【０００８】
　本発明によるモジュール式ボールトラックシステムの両方の主たる実施形態の利益は、
全てのモジュール要素が、同一の外形状、例えば正六角形、と、同一の外側寸法を有する
ことである。このことは、一方で、例えばプラスチック射出成形工程により、安価に製造
することを可能にし、他方で、格子寸法がモジュール要素の外形状を形成する選択された
正多角形の内接円直径に一致しているため、ベースプレート上において非常に多様なモジ
ュール要素同士の組み合わせが可能になることにつながる。選択された格子寸法とモジュ
ール要素の同一の外形状及び大きさとは、多数の組み合わせが可能であるにもかかわらず
、結果的に、所望されるボールトラックを作るためにモジュール要素の所望の組み合わせ
を簡単に実現することを可能にしている。本発明によるボールトラックシステムの第一の
主たる実施形態と第二の主たる実施形態との相違は、単に、機能要素であるプラグベース
と該プラグベースを受容するための凹部との置き換えにある。第一の主たる実施形態では
、各モジュール要素がモジュール要素の下面から突出するプラグベースを有し、ベースプ
レートの複数の凹部の中の一つに嵌入できるようになっているのに対し、第二の主たる実
施形態による各モジュール要素は、その下面に、ベースプレート上に配置された複数のプ
ラグベースの中の一つと嵌合させ得る凹部を有している。両方の主たる実施形態では、機
能要素であるプラグベースと凹部とは、互いに接続された状態になるときに僅かな把持動
作を生み出す形態になっており、これによりそれぞれの部品を一つに保持する。
【０００９】
　原理的に、各プラグベースの形態は、モジュール要素を形成する正多角形の外形状に依
存しないようにすることができる。例えば、正多角形を六角形とし、プラグベースは円筒
形状を有するようにすることができ、この場合、一つのプラグベースをそれぞれに受容す
るための凹部も同様に円形状とする。しかしながら、好ましくは、各プラグベースの形態
とそれぞれに一つのプラグベースを受容するための各凹部の形態とは、互いと隣接して配
置される二つのモジュール要素が互いに対してそれぞれ一つの側部表面で面一となるよう
に当接する位置でのみ当該二つのモジュール要素をベースプレートに嵌入又は嵌合させる
ことができるように選択される。換言すると、各プラグベース及び各凹部は、これら二つ
の機能要素の協働が選択された正多角形状の角の数に対応する位置でのみ可能となるよう
に、すなわち、互いに隣接して配置されるモジュール要素が互いに対してそれぞれ一つの
側部表面で面一となって当接するように、設計される。特に好ましいのは、各プラグベー
スの形態とそれぞれ一つのプラグベースを受容するための各凹部の形態とがモジュール要
素の外形状を形成する正多角形と同じ形状を有するが相対的に小さい内接円直径を有する
本発明によるボールトラックシステムの実施形態である。例えば、選択された正多角形が
六角形であるならば、プラグベース及び該プラグベースを受容するための凹部も、互いに
嵌合する正六角形の形状を有するが、プラグベース及び凹部の外側寸法は、内接円直径が
相対的に小さいため、モジュール要素の外形状を形成する六角形の外側寸法よりも小さく
なる。モジュール要素の外形状とプラグベース又は一つのプラグベースをそれぞれに受容
する凹部の形態とが一致していることにより、個々のモジュール要素を直観的に組み合わ
せることが容易となる。
【００１０】
　本発明によるボールトラックシステムの多様性を増大さぜるために、好ましい形態は、
複数のモジュール要素に加えて、互いに直に隣接して配置されていない二つのモジュール
要素の隙間の橋渡しをするための接続レールもさらに備えており、各接続レールがボール
トラックの一つのセクションを形成するようになっている。好ましくは、各接続レールは
、互いに平行に配置され且つ前記ボールトラックセクションを形成する二つのロッドを有
しており、該ロッドは、その両側に自由端部を有し、ボールトラックの下方をロッドを横
切る方向に延びる複数の横断部材によって互いに固定されている。結果として、このよう
な接続レールは、はしご状の外観を有する。ロッドの自由端部は、以下でより詳細に説明
されるように、好ましくは、接続レールをモジュール要素に掛け留めすることができるよ
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うにするために、フック（鈎）状に下方に湾曲させられている。
【００１１】
　ロッドは、好ましくは、筒形状、特に円筒形状、の断面を有し、ボールが互いに平行に
配置される接続レールのロッド上を適正に転がることができるようになっている。ロッド
を横切る方向に延びる横部材は、接続レール上を転がるボールが横部材に触れないように
配置されるようにすることができ、これにより、ボールが転がるときにボールが上回らな
くてはならない摩擦抵抗を低減させる。
【００１２】
　有利には、ロッドと横部材とを有する接続レールは、横部材がロッドの自由端部の各々
に近接して配置され且つボールトラックの両側において上方に延伸させられて接続レール
の端部においてボールが接続レールから飛び跳ねる危険性を低減させるガード体を形成す
るような形態となっている。さらに、接続レールがロッドと横部材とを有している場合、
各ロッドは、その自由端部の近傍の上側に傾斜台（ランプ）状の隆起部を備え、接続レー
ル上を転がるボールが、接続レールから困難なくモジュール要素の上面に形成されたボー
ルトラックセクションに進入できるようにするために、接続レールの端部領域において僅
かに持ち上げられるようになっている。これにより、転がるボールが、接続レールからモ
ジュール要素上へ移動するときに、ボールトラックからボールが飛び跳ねるることにつな
がり得る高さ位置の差による衝撃の付与を防ぐ。
【００１３】
　接続レールとモジュール要素との相互の単純で確実な接続のために、モジュール要素は
、上面に形成されるボールトラックセクションがモジュール要素の側部表面を貫通してい
る一つの位置又は各位置に直に隣接する各モジュール要素がボールトラックに通じる接続
レールのための一対の掛け留め用開口部を両側に有するように構成されていることが好ま
しい。フック状に下方に湾曲している接続レールの横部材の上述の自由端部は、例えば、
これら掛け留め用開口部に挿入され得る。好ましくは、掛け留め用開口部は、接続レール
がボールトラックの長さ方向に予め定められた程度だけ移動することを許容するような形
態となっている。このようにして、接続レールが、一定の長さでありながら、同じ平面内
にあるモジュール要素だけでなく、異なる高さに配置されたモジュール要素も接続するこ
とが可能となる。
【００１４】
　異なる高さにモジュール要素を配置できるようにするために、本発明によるボールトラ
ックシステムの好ましい実施形態は、予め定められた高さの柱要素を備え、各柱要素が、
冒頭に記載した第一の主たる実施形態と互換性を持たせるために、下面に、モジュール要
素のプラグベースに対応するプラグベースを有すると共に、上面に、それぞれ一つのプラ
グベースを受容するためのベースプレートにおける凹部と対応する凹部を有するか、また
は、冒頭に記載した第二の主たる実施形態と互換性を持たせるために、下面に、モジュー
ル要素の凹部に対応する凹部を有すると共に、上面に、ベースプレートのプラグベースに
対応するプラグベースを有している。好ましくは、本発明によるボールトラックシステム
は、予め定められた異なる高さの柱要素、例えば１高さ単位に相当する高さの柱要素と１
高さ単位の半分に相当する高さの柱要素とを備える。
【００１５】
　本発明によるボールトラックシステムの好ましい実施形態は、少なくとも一つの中間プ
レートをさらに備え、該中間プレートがそれぞれに一つのプラグベースを受容するための
規則的に配置された複数の凹部を有して、該凹部が、形状及び配置においおて、それぞれ
に一つのプラグベースを受容するためのベースプレートの凹部に対応しており、中間プレ
ートの各凹部がその下面にモジュール要素のプラグベースに対応するプラグベースを備え
る。このような形態の中間プレートは、冒頭に記載されている第一の主たる実施形態と互
換性を有する。あるいはまた、中間プレートは、それぞれ一つの凹部と協働するためのベ
ースプレートのプラグベースに形状及び配置において対応し且つ規則的に配置された複数
のプラグベースを有し、中間プレートの各プラグベースがその下面にモジュール要素の凹
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部に対応する凹部を備える。このような形態の中間プレートは、冒頭に記載されている第
二の主たる実施形態と互換性を有する。
【００１６】
　上述した中間プレートは、上述した柱要素と共に、ベースプレートの上方に配置される
中間階層が作製されることを許容し、この中間階層にボールトラックの中間階層部品が配
置される。好ましくは、当該中間プレート又は各中間プレートは、このような中間階層が
その下方に設けられるボールトラックセクションの視認を可能にするように、透明材料か
ら作製される。複数の中間プレートは、表面積に関して相対的に大きい中間階層が同じ階
層に作製されることを許容する、または、複数の中間階層が異なる階層に作製されること
を許容する。本発明によるボールトラックシステムの多様性は、このようにしても増大さ
れる。
【００１７】
　本発明によるボールトラックシステムのベースプレートは、ベースプレート平面内にお
いて互いに留め合わせることができる複数のベースプレート区分体から形成されているこ
とが好ましい。例えば、蟻継ぎ形状の突起及び切欠部がベースプレート区分体の縁端部に
存在するようにすることができ、これら突起及び切欠部が他のベースプレート区分体上の
対応する蟻継ぎ形状の切欠部及び突起と協働する。ベースプレートを複数のベースプレー
ト区分体に分割することは、本発明によるボールトラックシステムの包装及び輸送を容易
にすると共に、さらにベースプレートの表面積を所望のように拡大することを可能にさせ
る。
【００１８】
　本発明によるボールトラックシステムの複数のモジュール要素は全て、平面視で、選択
された正多角形の外形状を有しているが、付加的に、多数の異なる方式で互いと相違を有
するようにすることもできる。例えば、本発明によるボールトラックシステムは、湾曲し
た第一のボールトラックセクションと湾曲した第二のボールトラックセクションとが上面
に形成された複数のモジュール要素を備え、第一のボールトラックセクションが第二のボ
ールトラックセクションよりも急な湾曲を有するようにできる。このようなモジュール要
素は、湾曲の程度に差があるボールトラック走行路を作り出したりボールトラックの所望
の方向変化を作り出したりするために、多くの方法で互いと組み合わされることが可能で
ある。
【００１９】
　本発明によるボールトラックシステムは、中央開口部を有した少なくとも一つのモジュ
ール要素をさらに備えることができ、該中央開口部は、モジュール要素の上面に形成され
た少なくとも一つのボールトラックセクションと連通しており、ボールトラックの当該少
なくとも一つのセクションと関連付けられた機能挿入体を受容できるようになっている。
例えば、このような機能挿入体は、ボールトラックセクションに到達したボールを受容す
ることができ、中央開口部が貫通開口部の形態であれば、穴を通してボールトラックの他
の開口へとボールを落下させることを可能にすることができる。あるいはまた、このよう
な機能挿入体は出発傾斜台の形態とすることができ、この出発傾斜台からボールがすでに
構築されているボールトラックを転がり下り始める。原理上、モジュール要素自体はいず
れの場合も同じ構成を有するようにでき、異なる機能は中央開口部に挿入される機能挿入
体だけによって実現されることから、機能挿入体を受容するための中央開口部を有したこ
のようなモジュール要素は、異なる機能を有したモジュール要素の合理的な作製も可能に
する。
【００２０】
　本発明によるボールトラックシステムの好ましい形態は、付加的に、モジュール要素の
上面に形成された少なくとも一つのボールトラックセクションが、例えば転轍（経路切り
換え）、ループ、ボールリフト（ボール持ち上げ）機構、カタパルト（投げ出し）、漏斗
などのような作動要素を含むようになっているモジュール要素を備えている。このような
作動要素は、特に興奮させるボールトラック走行路を作製することを可能にさせる。
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【００２１】
　本発明によるボールトラックシステムは、通常、同じサイズ及び同じ重さの複数のボー
ルを備える。しかしながら、これに代えて又はこれに加えて、ボール自体によって異なる
ゲームプレーを生み出すことができるようにするために、同じ大きさで異なる重さのボー
ルを提供することも可能である。
【００２２】
　付加的に又は代替的に、本発明によるボールトラックシステムは、異なる磁気特性を有
したボールを含むことができ、これによって、同様にゲームプレーに影響を与えることが
できる。
【００２３】
　最後に、本発明によるボールトラックシステムのボールは、本発明によるボールトラッ
クシステムの電気的又は電子的構成要素と相互作用ができるようにするために、集積ＲＦ
ＩＤチップも備えることができる。例えば、本発明によるボールトラックシステムは、特
定のボールに依存して同様に存在するアクチュエータによってゲームプレーに影響を与え
ることを可能にするために、ボール内に収容されるＲＦＩＤチップに基づいてボールを識
別することができるセンサを含むことができる。このようにして、モジュール要素上に保
持されるボールは、例えば特定のボールが他のモジュール要素によって検出されたときに
のみ、解放することが可能になる。また、どのボールが定められた目標に最も速く到達し
たかを判断するために、このようなＲＦＩＤボールによって電子的な時間測定を行うこと
も可能である。電子的特性を有したモジュール要素は、以下の特性を有するモジュール要
素を作製するために使用され得る。
○転轍器（ポイント）の位置の電子的切り換え機能を有した転轍器。
○ボールが下側の階層へ落下し、ゲートが意図的に又は時間制御されて電子的に開かれる
ようになっているモジュール要素。
○ボールが加速されるようになっているモジュール要素が意図的に又は時間制御されてト
リガー（きっかけ）を付与されることができる。
○押しボタンを有したモジュール式発射台が、ボールが開放されたときに電子的時間測定
を開始させる。
○モジュール要素が色彩センサを介して進入してくるボールを検出し、ボールが到達する
順番を判定する。
○特定の数のボール又は特定の色のボールが到達したときにモジュール要素が時間測定を
停止する。
○モジュール要素がＲＦＩＤタグを読み取ることができる。これにより、モジュール要素
は意図的に個々のボールを判断し、異なる反応を行うことができる。
○ボールがいつモジュール要素を横切ったか又はモジュール要素に転がって進入したかを
、光学的又は電気的センサを介して（接点が閉じられて）、検出するモジュール要素。
○モジュール要素が速度測定のための光バリアを含んでいる。
○モジュール要素は、内蔵の音響放射を含むことができ、予め定められた条件が発生した
ときに（例えばボールがモジュール要素を通過したときに、またはボールが目標に到達し
たときに）、音が鳴らされる。
○モジュール要素は、内蔵の光源（典型的にはＬＥＤ）を含むことができる。予め定めら
れた条件が発生したときに（例えばボールがモジュール要素を通過したときに、またはボ
ールが目標に到達したときに）、光源が点灯する。光源は異なる色に点灯することができ
る。
●モジュール要素は、それ専用の電源（例えば、充電式、または非充電式で置換可能な電
池）を有することができる。
●モジュール要素は、集積処理装置を有することができ、この集積処理装置によって独立
して入力信号を評価し反応のトリガーを与えることができるようになっている。
●モジュール要素は、無線電信モジュールを有することができ、この無線電信モジュール
によって、互いのジュール要素と及び／又は中央ユニットと通信することができるように
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なっている。
　　○中央ユニットは、それ専用の電源を有することができ、無線電信を介して、無線電
信モジュールを有したすべての電子モジュール要素と通信することができる。電子モジュ
ール要素の特性は、中央ユニットを介して調整されることができる。電子モジュール要素
間の論理演算は、中央ユニットを介して確立され得る。（例えば、規定されたボールが目
標に進入したときのみに転轍器（ポイント）が切り換わる。）
　　○中央ユニットは、入力要素（例えば、押しボタン、スイッチ）を介して制御される
ことが可能である。内蔵型の拡声器又は内蔵型のスクリーンは出力要素として機能するこ
とができる。
　　○あるいはまた、中央ユニットは、無線電信を介してスマートデバイス（スマートフ
ォン、タブレット、ＰＣ（パーソナルコンピュータ））と通信することができる。中央ユ
ニットに対する全ての調整（例えば、電子モジュール要素のパラメータ化及びプログラミ
ング）は、スマートデバイスを介して実行され得る。
●電子モジュール要素は、無線電信モジュールを有することができ、この無線電信モジュ
ールによって、適切なソフトウエア（アップリケ―ション）を有したスマートデバイス（
スマートフォン、タブレット、ＰＣ（パーソナルコンピュータ））と直接的に通信するこ
とができる。
●各モジュール要素の典型的なパラメータは、無線電信を介してモジュール要素内で調整
され得る（モジュール要素に応じて、例えば、解放条件、待ち時間、論理機能など）。
●電子モジュール要素は、その状況と状況変化とを無線電信を介して中央ユニット又はス
マートデバイス又は直接的に他の電子モジュール要素に報告する。
●電子モジュール要素は、モジュール要素上にスイッチ又は押しボタンを有し、スイッチ
又は押しボタンを介して、モジュール要素の典型的なパラメータがモジュール要素上で直
接的に調整され得るようになっている。
【００２４】
　最後に、例えばスマートフォン、タブレット又はＰＣ（パーソナルコンピュータ）及び
（例えばアプリ―ケーションの形態での）いわゆる拡張現実又は仮想現実の特別なソフト
ウエアと組み合わせて本発明によるボールトラックシステムを拡張することも可能である
。
●特別なソフトウエア（例えばアップリケ―ション）を介してスマートデバイス（例えば
スマートフォン、タブレット、ＰＣ（パーソナルコンピュータ））のカメラを通してボー
ルトラックを眺めると、ボールトラックに現実性が付与されて実物のようにされる。トラ
ックの可変及び固定の部品がビデオイメージ内で仮想グラフィックスによって補足及び／
又は置換される。音響効果が、ボールの位置に合うように鳴らされる。
●スマートデバイス（例えばスマートフォン、タブレット、ＰＣ（パーソナルコンピュー
タ））内のカメラによって、トラックの画像が作成される。データは、スマートデバイス
又はサーバー上の適切なソフトウエアによって、電子的に査定され、さらに処理される。
こうして生成された空間的なデータセットは、使用されるモジュール要素の数及びタイプ
を演算するソフトウエアのための基礎とされる。その後、ソフトウエアは、スマートデバ
イス上に記憶され得る適切な構築指示を生成する。
●特別なソフトウエア（例えばアプリケーション）を介してスマートデバイスのカメラを
通してトラックを眺めると、ボールの位置がリアルタイムで検出される。スマートデバイ
スは、対応して、ボールがトラックを走行している間、無線電信モジュールを有した電子
モジュール要素を制御する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明によるボールトラックシステムのモジュール要素の例の斜め上方からの空
間表示である。
【図２】図１のモジュール要素を側面図で示している。
【図３】図１のモジュール要素を斜め下方からの空間表示で示している。
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【図４】複数のベースプレート区分体から構成される本発明によるボールトラックシステ
ムのベースプレートを示している。
【図５】図４のベースプレート部分体を拡大表示で示している。
【図６】本発明によるボールトラックシステムにおけるモジュール要素同士の隙間を架橋
するための接続レールの空間表示である。
【図７】図６における接続レールの上側端部を拡大表示で示している。
【図８ａ】図１のモジュール要素と図６の接続レールとの協働を二つの異なる状態で示し
ている。
【図８ｂ】図１のモジュール要素と図６の接続レールとの協働を二つの異なる状態で示し
ている。
【図９】本発明によるボールトラックの柱要素を斜め上方からの空間表示で示している。
【図１０】図９の柱要素を縦断面で示している。
【図１１】本発明によるボールトラックシステムの中間プレートを斜め上方からの空間表
示で示している。
【図１２】機能挿入体を受容するための中央開口部を有したモジュール要素を斜め上方か
らの空間表示で示している。
【図１３ａ】図１２のモジュール要素に挿入することができる様々な機能挿入体を斜め上
方からの空間表示で示している。
【図１３ｂ】図１２のモジュール要素に挿入することができる様々な機能挿入体を斜め上
方からの空間表示で示している。
【図１３ｃ】図１２のモジュール要素に挿入することができる様々な機能挿入体を斜め上
方からの空間表示で示している。
【図１３ｄ】図１２のモジュール要素に挿入することができる様々な機能挿入体を示斜め
上方からの空間表示でしている。
【図１４】他のモジュール要素を斜め上方からの空間表示で示している。
【図１５】終結レールと共に、さらに他のモジュール要素を示している。
【図１６】転轍機能（経路切換機能）を有したモジュール要素を平面図で示している。
【図１７】渦巻き機能を有したモジュール要素を斜め上方からの空間表示で示している。
【図１８】スタート機能を有したモジュール要素を斜め上方からの空間表示で示している
。
【図１９】ガウスキャノン機能を有したモジュール要素を斜め上方からの空間表示で示し
ている。
【図２０】二つの隣接するモジュール要素と共に、ボールリフト機能（ボール持ち上げ）
を有したモジュール要素を示している。
【図２１】二つの隣接するモジュール要素と共に、より顕著なボールリフト機能を有した
モジュール要素を示している。
【図２２】三つの隣接するモジュール要素と共に、ゲート機能を有したモジュール要素を
示している。
【図２３】二つの隣接するモジュール要素と共に、投げ出し機能すなわちカタパルト機能
を有したモジュール要素を示している。
【図２４】二つの隣接するモジュール要素と共に、加速機能を有したモジュール要素を示
している。
【図２５】他のボールによってボールを解放するためのモジュール要素を示している。
【図２６】二つの隣接するモジュール要素と共に、発射機能を有したモジュール要素を示
している。
【図２７】四つの隣接するモジュール要素と共に、三路分配機能を有したモジュール要素
を示している。
【図２８】ベル機能を有したモジュール要素を示している。
【図２９】二つの隣接するモジュール要素と共に、立体交差機能（クロスオーバ機能）を
有したモジュール要素を示している。
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【図３０】ループを有したモジュール要素を示している。
【図３１】橋機能（ブリッジ機能）を有したモジュール要素を示している。
【図３２】チェッカーフラッグ機能を有したモジュール要素を示している。
【図３３】跳ね上がり機能（スプラッシュ機能）を有したモジュール要素を示している。
【図３４】「レッグアップ」機能を有したモジュール要素を示している。
【図３５】カスケード機能を有したモジュール要素を示している。
【図３６】収集移送機能を有したモジュール要素を示している。
【図３７】撃力機能を有したモジュール要素を示している。
【図３８】図３７のモジュール要素を異なる配置で示している。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　添付概略図を参照して、以下に、本発明によるモジュール式ボールトラックシステムの
例示の実施形態をより詳細に説明する。
【００２７】
　図１から図３は、複数のモジュール要素を備えるモジュール式ボールトラックシステム
の中のモジュール要素１２の一例の異なる図面であり、該モジュール式ボールトラックシ
ステムの複数のモジュール要素の全てが等しい大きさの正六角形の外形状を有して示され
ており、各々が、その上面に、モジュール要素同士を組み立てることによって互いと結合
され得る一つ又は複数のボールトラックセクション（ボールトラック部分体）を形成して
いる。
【００２８】
　図１から図３に示されているモジュール要素１２の例は、モジュール式ボールトラック
システムの他の全てのモジュール要素と同様に、上面１４と、上面と対向する下面１６と
、六つの側部表面１８とを有している。図示されているモジュール要素１２では、二つの
ボールトラックセクション（ボールトラック部分体）２０及び２２が上面１４に形成され
ており、各ボールトラックセクションは、円の一部分（すなわち弧）の形状の断面を有し
、モジュール要素１２の上面１４に通じている。第一のボールトラックセクション２０は
、モジュール要素１２の図１における左側の側部表面１８内に始まって、図１におけるモ
ジュール要素１２の直に隣接する上側の側部表面１８まで曲線形態で延びており、ボール
トラックが別のモジュール要素を付加することによって延ばされ得るように、第一のボー
ルトラックセクション２０が二つの側部表面１８の各々を貫通するようになっている。第
二のボールトラックセクション２２は、図１に示されているモジュール要素の左下側の側
部表面１８内に始まって、図１におけるモジュール要素１２の一つおいて隣りの右側の側
部表面１８まで、相対的に緩やかな曲線で延びている。ボールトラックセクション２０，
２２の始端及び終端はボールが対応するボールトラックセクションを転がる方向に依存す
るにすぎないことは言うまでもない。したがって、ボールトラックセクションの始端は、
ボールがボールトラックセクションを転がる方向に応じて、同時にボールトラックの終端
となり得る。
【００２９】
　図１及び図２に特に明確に見られるように、モジュール式ボールトラックシステムのモ
ジュール要素１２の一例及び他の全てのモジュール要素は、全体的にディスク形状（板形
状）に形成されている、すなわち、上面１４に対して少なくともほぼ垂直に延びる側部表
面１８の高さがデカルト座標系の他の二つの空間方向におけるモジュール要素１２の寸法
よりも顕著に小さくなっている。
【００３０】
　図２及び図３において最も示されているように、プラグベース２４が例示のモジュール
要素１２の下面１６から突出しており、モジュール式ボールトラックシステムの他の全て
のモジュール要素からも突出している。図示される例としての実施形態のプラグベースも
同様に正六角形の形態を有しており、その側部がモジュール要素１２の外形状を形成する
六角形の側部表面１８と平行になっている。図３に見られるように、例であるモジュール
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要素１２は、プラスチック射出成形工程によって製造される部品であり、そのため、下面
１６は大部分が開放された状態となっている。このようなモジュール要素１２の安定性を
増加させるために、複数の補強リブ２６が側部表面１８を形成する外側壁２８とプラグベ
ース２４を形成する内側壁３０との間に延びている。
【００３１】
　モジュール式ボールトラックシステムは、図４及び図５に示され、規則的に配置された
、ここでは六角形の複数の凹部３４を有したベースプレート３２をさらに含んでおり、複
数の凹部の各々が一つのプラグベース２４を受容するように機能する。凹部３４は、ベー
スプレート３２上に格子状（ここでは、ハニカム形状（蜂の巣形状）になっている格子状
）に、配置されており、格子の格子寸法ｓが、モジュール要素の外形状を形成する正六角
形の内接円直径、すなわちモジュール要素の外形状を形成する六角形に内接され得る最大
の円の直径、に一致するようになっている。
【００３２】
　したがって、例示のモジュール要素１２のようなモジュール要素は、プラグベース２４
によって、ベースプレート３２の凹部３４に嵌入することができる。ベースプレート３２
の互いに直に隣接する凹部３４に嵌合されたモジュール要素は、それぞれ、その側部表面
１８の一つで互いに対して面一となるように当接し、一つのモジュール要素上に形成され
るボールトラックセクションが隣接するモジュール要素状に形成されるボールトラックセ
クションにほとんど遷移変化なしに一つに結合し得るようになっている。図３と図５とを
併せて考慮することから容易に理解し得るように、各凹部３４の内接円直径は、モジュー
ル要素の外形状を形成する六角形の内接円直径（格子寸法ｓに一致する）よりも小さくな
っている。
【００３３】
　図４に示されているベースプレート３２は、複数のベースプレート区分体３６から構成
されており、該複数のベースプレート区分体３６の一つが図５に拡大表示で示されている
。ベースプレート平面内におけるベースプレート区分体３６同士のインターロック接続（
連動接続）のために、各ベースプレート区分体３６は、その各縁端部に、ここでは、蟻継
ぎ形状の突起（蟻ほぞ）３８と蟻継ぎ形状の切欠部（蟻穴）４０とを備えており、突起３
８と切欠部４０とによって、個々のベースプレート区分体３６を引っ掛け式に留め合わせ
ることができる。図示されている突起３８及び切欠部４０の形態は、単なる例示に過ぎな
い。ベースプレート区分体の図示されていない他の形態では、突起及び切欠部は異なる形
状を有することができ、突起と切欠部の両方がベースプレート区分体の一つの縁端部に存
在することも可能である。さらに、図示されている例示の実施形態のベースプレート区分
体３６は、ここでは、例えば従来のジグソーパズルの製造に使用されているようなしっか
りしたボール紙から作製されているが、ベースプレート区分体は、異なる材料、例えばプ
ラスチック材料、金属又は木材から作製することも可能である。
【００３４】
　例示のモジュール要素１２のような複数のモジュール要素がベースプレート３２上で組
み合わされて、ボールトラックの所望の走行経路に合せてベースプレート３２上で個々の
モジュール要素を互いと隣り合わせに配置することによって、ボールトラックを形成する
ことができることは、上記の説明から明らかになったであろう。しかしながら、本発明に
よるモジュール式ボールトラックシステムは図６及び図７に示されている接続レール４２
をさらに備えることから、モジュール要素は、必ずしも、ベースプレート３２上で互いと
直に隣接して配置されていなければならないわけではない。予め定められた長さの一つの
接続レール４２だけが図６に示されているが、モジュール式ボールトラックシステムは、
異なる長さの接続レール、例えば互いの長さの比が１：２：３となっている、すなわち最
も長い接続レールが最も短い接続レールの３倍の長さとなっている、三つの異なる長さ接
続レールを備えることもできる。
【００３５】
　接続レール４２は、実質的に二つのロッド４４から形成されている。二つのロッド４４
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は、ここでは円柱形状断面を有し、互いと平行に配置されボールトラックの一つのセクシ
ョン（一部分）を形成しており、ボールトラックの下方でロッド４４を横切る方向に延び
る複数（ここでは三つ）の横部材４６によって互いと接続され、はしご状構造を形成して
いる。各ロッド４４は、フック（鈎）状に下方へ湾曲している二つの自由端部４８を有し
ている。これらのフック状の自由端部４８によって、接続レール４２は、例示のモジュー
ル要素１２において（さらに、他の全てのモジュール要素においても）モジュール要素上
に形成される各ボールトラックセクションの終端又は始端に形成されている一対の掛け留
め用開口部５０に引っ掛け式に留めることができるようになっている（図１参照）。より
正確には、掛け留め用開口部５０は、ボールトラックセクションがモジュール要素１２の
側部表面１８を貫通する位置に直に隣接するボールトラックの両側でボールトラックに通
じている。
【００３６】
　フック状に下方に湾曲されている接続レール４２の自由端部４８とモジュール要素１２
の掛け留め用開口部５０との協働が図８ａ及び図８ｂにより詳細に示されている。図８ａ
は、接続レール４２がモジュール要素１２を同一面内に位置する別のモジュール要素（図
示せず）に接続する際の構成を示している一方、図８ｂは、接続レール４２が相対的に高
い階層（すなわち高さ位置）にあるモジュール要素１２を相対的に低い階層にあるモジュ
ール要素（図示せず）に接続する際の構成を示している。掛け留め用開口部５０は、接続
レール４２の自由端部４８が接続レール４２の長手方向に、よって、ボールトラックの長
手方向に、予め定められた自由度ｘだけ移動することを許容するので、一定の長さの接続
レール４２であるかにかかわらずに、図８ａ及び図８ｂに示されている二つの構成が可能
となる。
【００３７】
　このように、接続レール４２は、互いと直に隣接せずに配置されている二つのモジュー
ル要素の隙間の橋渡しをする機能を果たす。二つのモジュール要素は、同じ階層であって
も異なる階層であってもよい。ボールがモジュール要素から接続レールへ移動するとき又
はその逆のときに、ボールトラックに沿って移動するボールがボールトラックから落下す
る危険性を減少させるために、ロッド４４の自由端部の近傍に配置される各横部材４６は
、両側部で延長され且つ起立させられて、それによって接続レール４２からモジュール要
素への移行部の近傍のボールトラックの両側にガード体５２を形成し、必要であればボー
ルがガード体上で支持されるようになっている（図７参照）。接続レール４２とモジュー
ル要素との間の移行部がブールトラック上を転動するボールへの衝撃をできるだけ与えな
いようにさせるために、各ロッド４４は、その上側における各自由端部の近傍領域に傾斜
台（ランプ）状の隆起部５４をさらに備えており、ボールがモジュール要素へと通過する
直前に、隆起部が接続レール４２上を転動するボールを持ち上げるようになっている。図
示されている形態では、接続レール４２は射出成形されたプラスチック部品として製造さ
れることが有利である。
【００３８】
　モジュール式ボールトラックシステムの複数のモジュール要素が同一平面内にある必要
はないことには既に言及されている。例示のモジュール要素１２のようなモジュール要素
を異なる高さに配置することを可能にさせるために、ボールトラックシステムは、複数の
柱要素を備えており、その中の柱要素５６が図９及び図１０に示されている。モジュール
要素に合せて、柱要素５６は、モジュール要素と比較して僅かに小さい内接円直径を有し
た正六角形の外形状を有している。柱要素５６がモジュール要素及びベースプレート３２
と自由に組み合わせ得るようにするために、各柱要素５６は、その上面に、凹部３４´を
有しており、凹部３４´の配置及び寸法はベースプレート３２の凹部３４に対応するよう
になっている。したがって、モジュール要素１２のプラグベース２４が凹部３４´に嵌入
する。各柱要素５６は、その下面に、プラグベース２４’をさらに有しており、プラグベ
ース２４’はその形状、配置及び寸法がモジュール要素１２のプラグベース２４に対応す
るようになっている。一つ又は互いに積み重ねられた複数の柱要素５６を用いて最上部の
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柱要素５６にモジュール要素１２を嵌合させることによって、モジュール要素を多数の異
なる高さに配置することができる。より細かい高さ方向の段階的変化のために、ボールト
ラックシステムは、異なる高さの複数の柱要素、例えばその高さｈが図９及び図１０に示
されている柱要素５６の半分しかない柱要素を含むこともできる。
【００３９】
　上述した柱要素５６によって、本発明によるボールトラックのより広い領域をベースプ
レート３２よりも高い階層に配置することもできる。この目的で、図１１に示されている
中間プレート５８が使用され得る。中間プレート５８は、ベースプレート３２と同様に、
それぞれに一つのプラグベース２４，２４’を受容するための規則的に配置された複数の
六角形状凹部３４”を有している。中間プレート５８の凹部３４”は、ベースプレート３
２の凹部３４と同じハニカム形状（蜂の巣形状）の格子状に配置されており、同じ格子寸
法ｓを有している。中間プレート５８の各凹部３４”の下面には、例えば柱要素５６の凹
部３４’に嵌入される、プラグベース２４”が形成されている。各々が柱要素５６から構
成されている複数の柱によって、ベースプレート３２上に中間プレート５８を支持するこ
とによって、中間階層のボールトラックを作ることができ、これにより、ボールトラック
の走行路をより興味深く且つ面白くいものにさせる。中間プレート５８の下方に配設され
るボールトラックの領域を視認可能にさせるために、図示されている中間プレート５８を
透明なプラスチック材料から作製することが有利である。
【００４０】
　以下に、本発明によるモジュール式ボールトラックシステムのモジュール要素の異なる
形態をより詳細に説明する。図１２は、その周囲形態及び寸法については図１に示されて
いるモジュール要素１２と一致するが、中央開口部６０を有しているモジュール要素１２
’を示している。中央開口部６０は、ここでは貫通開口部の形態であり、モジュール要素
１２´の上面１４に形成された複数のボールトラックセクション２０’と連通しており、
ボールトラックセクション２０’の少なくとも一つと関連づけられた機能挿入体を受容す
る機能を果たす。図１３ａから図１３ｄは、機能挿入体の幾つかの例を示している。
【００４１】
　図１３ａはトレイの形態の機能挿入体６２を示しており、機能挿入体６２は例えば全て
のボールが到達すべき目標として機能する。目標に到達するボールがその後に機能挿入体
６２に集まる。
【００４２】
　図１３ｂは傾斜台（ランプ）の形態の機能挿入体６２’を示しており、機能挿入体６２
’は例えば相対的に高い階層からボールを受け止め、出口６４を通してボールトラックセ
クション２０’の一つに移送するように機能する。あるいはまた、機能挿入体６２’は、
ボールトラックの出発位置として機能することもできる。
【００４３】
　図１３ｃは機能挿入体６２”を示しており、機能挿入体６２”はモジュール要素１２’
のボールトラックセクション２０’を経由して到達したボールを受け取り、モジュール要
素１２’の中央貫通開口部６０へボールを案内して、このボールが相対的に高い階層から
その下方に設けられた階層へ落下するようになっている。
【００４４】
　最後に、図１３ｄは機能挿入体６２’’’を示しており、機能挿入体６２’’’は、モ
ジュール要素１２’の三つのボールトラックセクション２０’の各々と連通し且つ三つの
窪み６６を有しており、各窪み６６にボール（図示せず）が配置され得るようになってい
る。例えば上方に位置する平面内に配置されたモジュール要素１２’内の上述した機能挿
入体６２”を用いて、他のボールがその後に上方から機能挿入体６２’’’の中央に落下
すると、窪み６６に配置された三つのボールがモジュール要素１２’の三つのボールトラ
ックセクション２０’の方向に「飛散」する。
【００４５】
　上述した機能挿入体６２，６２’，６２”，６２’’’は、例示としてのものに過ぎな



(16) JP 6856776 B2 2021.4.14

10

20

30

40

50

い。さらに別の多数の機能挿入体が可能である。ボールが貫通して落下することが要求さ
れないなら、モジュール要素１２’の中央開口部６０は、必ずしも貫通開口部の形態でな
ければならないわけではなく、代わりに底（図示せず）を有するようにできる。
【００４６】
　図１４はさらに別のモジュール要素１２”を示しており、モジュール要素１２”は、そ
の上面１４に形成されている二つのボールトラックセクション２０’及び２０”が交差し
ている点においてのみ、図１に示されているモジュール要素１２と異なっている。
【００４７】
　図１５は、三つのボールトラックセクション２０”，２１及び２２”を共通の出口に導
くモジュール要素１２’’’を示しており、共通の出口に、図６の接続レール４２と類似
の終結レール６８が引っ掛け式に留められている。この終結レール６８は、二つのモジュ
ール要素の隙間を橋渡しするのではなく、目標に到達するボールを連続的に受け取るよう
に機能する。ボールの最終的な配置は、ボールが終結レール６８によって受け取られた順
番から得られる。
【００４８】
　上面に形成された少なくとも一つのボールトラックセクションに加えて、作動要素を包
含するモジュール要素を以下に説明する。
【００４９】
　図１６は、転轍機能（ポイント機能）を有したモジュール要素７０を平面図で示してい
る。モジュール要素７０の上面１４には、一つになってＹ字形態を有した二つのボールト
ラックセクション７１，７２が形成されている。転轍要素７４は、モジュール要素７０の
上面１４におけるボールトラックのＹ字形状部分の上方に旋回可能に取り付けられており
、Ｙ字の足部（根元）へ先端を向けた一つの長い案内アーム７６と、Ｙ字の分肢部へ先端
を向けた二つの短い制御アーム７８とを有している。図１６に示されている転轍要素７４
の位置では、Ｙ字の足部に入ってきたボールが転轍要素７４の案内アーム７６によって右
手側のボールトラック部分７２に案内され、ボールが二つの制御アーム７８のうちの右手
側の制御アームに当たる。このようにこの制御アーム７８に当たるボールは転轍要素７４
を反時計回りに旋回させる機能を果たし、ボールがさらに転動することができることがで
きると共に案内アーム７６がこの時にボールトラックの反対側のＹ字の足部で静止するよ
うになり、モジュール要素７０のＹ字の足部の位置に転がって進入する次のボールが左手
側のボールトラックセクション７１に案内され、このときに転轍要素７４が再び図１６に
示されている位置に旋回する。したがって、モジュール要素７０は、Ｙ字の足部のモジュ
ール要素に転がって進入するボールをボールトラックセクション７１とボールトラックセ
クション７２に交互に案内する。転轍要素７４は、もちろん、所望であれば、手作業によ
って旋回させることもできる。
【００５０】
　図１７は、いわゆる渦巻き機能を有したモジュール要素８０を示している。この目的の
ために、モジュール要素８０は、漏斗の形態の領域８２を備えており、当該領域は底部に
中央開口部８４を有している。ボールトラックセクション２０’を経由してモジュール要
素８０に進入するボールは最初に漏斗の形態の領域８２で渦巻き線形状に移動し、その後
に、中央開口部８４を通してモジュール要素８０から外へ落下する。
【００５１】
　図１８は、三つのボールのためのスタート機能を有したモジュール要素８６を示してい
る。この目的のために、三つのボール受容部８８がモジュール要素８６の上面の中央領域
に形成されており、各ボール受容部８８に一つのボール（図示せず）が配置され得るよう
になっている。ボールを覆っており且つ通常はばね駆動式にモジュール要素８６の上面に
取り付けられている解放コンポーネント９０は、ばねによって付勢されて向かう上側位置
では、ボール受容部８８に配置されたボールが、それぞれ、関連付けられたボールトラッ
クセクション２０’から上方に突出する障壁部９２によって、転がり出るのを防ぐように
なっている。解放コンポーネント９０の中央部をばね力に抗して押し下げることによって
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、ボール受容部８８に配置されたボールが同時に自由に転がることができる程度まで障壁
部９２が下降される。
【００５２】
　図１９は、いわゆるガウスキャノン機能を有したモジュール要素９４を示している。こ
の機能を実現するために、モジュール要素９４を横切って延びるボールトラックセクショ
ン９６は、ボールトラックセクション９６を横断して配置され橋形状の保持体１００内に
受容されているディスク形状（板形状）の磁石９８によって封鎖されている。磁性材料か
ら形成される一つ又は二つのボールが磁石９８の両側に配置され得るようになっており、
磁力によってボールが転がり去ることを防止されている。その後に別のボールが一方の側
からボールトラックセクション９６内に転がって進入し、ボールトラックセクション９６
内に既に配置されているボールに突き当たると、磁石９８の衝突から遠い側のボールが突
き当たったボールの衝撃によって解放される。
【００５３】
　図２０は、ボールリフト機能（ボール持ち上げ機能）を有したモジュール要素１０２を
示している。モジュール要素１０２の上面１４には、傾斜路１０６を有したボールトラッ
クセクション１０４が形成されており、傾斜路１０６の高さ位置はボールトラック１０４
の開始位置よりも高くなっている。レバー１１０がボールトラックセクション１０４に架
橋されている橋状の保持体１０８に旋回可能に取り付けられている。レバー１１０は、図
２０における下端部に、解放部材１１２を備えている。解放部材１１２は、図示されてい
る位置において下方に突出する短いアーム１１３と、進入してくるボールへ向けた方向に
短いアーム１１３に対して直角に延びる長いアーム１１４とを有している。レバー１１０
の反対側の端部には、錘１１６が固定されている。図２０に示されているレバー１１０の
開始位置では、レバーがいわゆる死点通過位置にある、すなわち錘１１６は、重心がモジ
ュール要素１０２の上面１４に垂直で且つ保持体１０８を貫通して延びる平面の僅かに右
側にある状態で配置されている。モジュール要素１０２に転がって進入してくるボールは
、解放部材１１２の短いアーム１１３に突き当たって、それによって、レバー１１０が死
点通過位置から反時計回りに旋回させられ、錘が、このときには保持体１０８を通って延
びる上述の平面の左側に配置され、レバー１１０の旋回を継続させ且つ加速させる。解放
部材１１２の長いアーム１１４は、ボールに接触してボールを傾斜路１０６の上方へと移
動させる。
【００５４】
　図２１は、より顕著なボールリフト機能を有した別のモジュール要素１１８を示してい
る。上述したモジュール要素１０２と同様に、レバー１１０’は、保持体１０８’に旋回
可能に取り付けられており、錘１１６’を備えている。レバー１１０は、錘１１６’と反
対側の端部に、ボールを受容するためのカップ１２０を備えている。カップ１２０の自由
縁端は、ボールトラックセクション２０’にバネ付勢されて取り付けられた解放レール１
２２に当接しており、これによって旋回することを防止されている。ボールトラックセク
ション２０’に転がって進入してくるボールは、カップ１２０に転がって入るときにその
重さで解放レール１２２を押し下げて、レバー１１０’が自由に旋回できるようにする。
錘１１６’はレバー１１０’を時計回りに旋回させ、それによって、カップ１２０内のボ
ールがボールトラックセクション２０’の高い側の階層へ搬送される。
【００５５】
　図２２は、ゲート機能を有したモジュール要素１２４を示している。この目的のために
、アーチ状のゲート要素１２６がモジュール要素１２４の上面１４に形成されたボールト
ラックセクション１２５を跨いで架設されている。ゲート要素１２６は、図示されている
位置では、ボールがゲート要素のボールセクション１２５において他方側に位置している
部分に移動することを防止している。モジュール要素１２４の別のボールトラックセクシ
ョン１２９と関連づけられたスプーン形状の解放部材１２８が、ゲート要素１２６に接続
されている。スプーン形状の解放部材１２８とアーチ状ゲート要素１２６との間の参照番
号１３０が付されている位置に、上述した二つの部分から形成されるゲートが旋回可能に
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取り付けられている。ボールがスプーン形状の解放部材１２８に到達すると、ボールがそ
の重さで解放部材１２８を押し下げ、同時にゲート要素１２６を上昇させ、最初はボール
トラックセクション１２５に保持されていたボールが自由に通過することを許容されるよ
うになる。
【００５６】
　図２３は、投げ出し機能すなわちカタパルト機能を有したモジュール要素を示している
。このモジュール要素１３２の機能は、図２１を参照して説明されたモジュール要素１１
８の機能と類似しているが、モジュール要素１３２は、カップ１２０を有した片側のレバ
ー１１０”のみを有している。レバー１１０”は、ゴムバンド１３４によって時計回り方
向に旋回するように付勢されている。カップ１２０内に転がってくるボールが解放レール
１２２を押し下げるやいなや、レバー１１０”がゴムバンド１３４の弾性付勢力により瞬
間的に時計回りに旋回し、カップ１２０内のボールを右側に勢いよく放つ。
【００５７】
　図２４は、図２０を参照して説明されたモジュール要素１０２の機能と類似の機能を有
したモジュール要素１３６を示している。しかしながら、モジュール要素１０２と異なり
、進入してくるボールは、レバー１１０’’’の死点通過位置を越えた後に解放部材１１
２’によって相対的に高い階層に持ち上げられるのではなく、ハンマー状の錘１１６”が
後ろからボールに突き当たってボールを図２４の右側に加速させる。
【００５８】
　図２５は、他のボールによるボール解放機能を有したモジュール要素１３８を示してい
る。モジュール要素１０２と同様に、レバー１４０が旋回可能に取り付けられているが、
このレバー１４０が互いに直角に配置された二つのアーム１４１，１４２を有している。
第一のアーム１４１は、モジュール要素１３８の発射傾斜路１４３の上方に配置されてお
り、直径が使用されているボールの直径に対応する円形開口部を有している。図示されて
いるように、ボールは第一のアーム１４１によって発射傾斜路１４３の上端部にこのよう
に保持されることができる。レバー１４０の第二のアーム１４２は、図２５における鉛直
方向下方に向けられており、解放部材１４４を担持している。モジュール要素１３８内に
転がって進入してくるボールは解放部材１４４に突き当たり、レバー１４０が反時計回り
に僅かに旋回して、それによって第一のアーム１４１によって保持されているボールを解
放する。
【００５９】
　図２６は、他のボールのための発射機能を有したモジュール要素１４６を示している。
ばね付勢されたピストン１５０を有した発射装置１４８がモジュール要素１４６上に配置
されている。モジュール要素１４６上では、発射装置１４８の左右側に、二つの解放部材
１５２があり、これら解放部材は、付勢されたピストン１５０を解放するために、進入し
てくるボールの重さによって押し下げられることができるようになっている。次に、ピス
トン１５０の前に位置するボールが、隣接するボールトラックセクションに発射される。
【００６０】
　図２７は、三路分配機能を有したモジュール要素１５４を示している。モジュール要素
１５４もまた、図１６を参照して説明されたモジュール要素７０と同様に、概略Ｙ字形状
の外形のボールトラックセクションを有している。しかしながら、Ｙ字部の足部によって
形成されるボールトラックセクションがさらにモジュール要素１５４全体にわたって延び
ており、Ｙ字部の足部に転がって進入してくるボールが三つの異なる方向に搬送され得る
ようになっている。これは、中央のボールトラックの左側と右側に配置された二つの転轍
要素（ポイント要素）１５６，１５７によって実現されている。各転轍要素は、長い案内
アーム１５８，１５８’と、短い制御アーム１５９，１５９’とを有しており、案内アー
ム１５８，１５８’と制御アーム１５９，１５９’とが図示されているように所定の角度
で配置されている。旋回可能な転轍要素１５６，１５７は、第一のボールが右下方に設け
られたボールトラック出口を通ってモジュール要素１５４から既に出たときに生じる位置
で図２７に示されている。さらに、次のボールは、図示されているように左上方に設けら
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れたモジュール要素１５４のボールトラック出口に案内されると、中央通路を開放する位
置に転轍要素１５６を配置させる。
【００６１】
　図２８は、ベル機能を有したモジュール要素１６０を示している。この目的のために、
ベル１６２は、ベルカップの縁端部がモジュール要素１６０の上面１４に形成されている
ボールトラックセクション１６２内に突出するように、モジュール要素１６０上に配置さ
れている。ボールトラックセクション１６２を通過するボールがベル１６２に衝突し、ベ
ルが音を発するようになっている。
【００６２】
　図２９は、立体交差機能（クロスオーバー機能）を有したモジュール要素１６４を示し
ている。この目的のために、モジュール要素１６４上には、円形リングの形態で延び且つ
二つの出口１６６，１６７と連通するボールトラックセクション１６５が形成されている
。一方の出口１６６を通って円形のボールトラックセクション１６５に進入するボールは
、こうして円状に案内されて、他方の出口１６７を通ってモジュール要素１６４を出てい
く。
【００６３】
　図３０は、ループの形態のボールトラックセクション１７０が形成されているモジュー
ル要素１６８を示している。
【００６４】
　図３１は、橋機能（ブリッジ機能）を有したモジュール要素１７２を示している。この
目的のために、モジュール要素１７２は、その上面１４に、モジュール要素全体にわたっ
て直線状に延びるボールトラックセクション１７３を備え、橋のようにボールトラックセ
クション１７３を越えて交差するボールトラックセクション１７４をさらに有している。
【００６５】
　図３２は、チェッカーフラッグ機能を有したモジュール要素１７６を示している。この
目的のために、橋のようにモジュール要素１７６に架かるチェッカーフラグ１７８が目標
漏斗部１７９の両側に旋回可能に取り付けられており、漏斗部１７９の最深点に解放部材
１８０が存在する。ボールが転がって目標漏斗部１７９に進入すると、ボールは、その重
さで解放部材１８０を押し下げ、それによって、ボールが目標に到達したことを示すため
に、旋回可能に取り付けられたチェッカーフラグ１７８が図３２に示されている位置から
上方へ旋回させられる。
【００６６】
　図３３は、いわゆる飛散機能（スプラッシュ機能）を有したモジュール要素１８２を示
している。モジュール要素１８２の機能は、図１３ｄを参照して説明された機能挿入体６
２’’’の機能に相当する。
【００６７】
　図３４は、いわゆる「レッグアップ」機能を有したモジュール要素１８４を示している
。モジュール要素１８４上には、ボールトラックセクション１８６の下方で終端している
第一のボールトラックセクション１８５が形成されており、ボールトラックセクション１
８６は橋のようにボールトラックセクション１８５に架かっている。橋状のボールトラッ
クセクション１８６では、ボールトラックセクション１８５の真上の位置に、橋状のボー
ルトラックセクション１８６を横切るボールが通常捕捉される円形の穴１８７が存在する
。しかしながら、ボールトラックセクション１８５の終端にボールがあると、このボール
が橋状のボールトラックセクション１８６を横切るボールがさらに先に転がることができ
る程度に穴１８７を埋めるようになっている。あるいはまた、ボールトラックセクション
１８５に転がって進入するボールは、ボールが穴１８７にすでにあるときに、このボール
がボールトラックセクション１８５に転がって進入するボールによって「自由に」され、
さらに先に転がることを可能にする効果を有している。
【００６８】
　図３５は、いわゆるカスケード機能を有したモジュール要素１８８を示している。この
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機能を達成するために、モジュール要素１８８には、モジュール要素１８８の出口へとつ
ながる口部１９２を有した漏斗部１９０が締結されている。モジュール要素１８８の二つ
の入口は、それぞれ、進入してくるボールの重みによって押し下げられ得る解放部材１９
４を備えている。口部１９２に配置されたゲート（図示せず）は、解放部材１９４の押し
下げによってロックを解除され、漏斗部１９０内のボール全てが落下して口部１９２を通
って隣接するボールトラックに転がって進んでいくようになっている。
【００６９】
　図３６は、収集移送機能を有したモジュール要素１９６を示している。この目的のため
に、モジュール要素１９６は、旋回可能に偏心位置で取り付けられたカップ１９８を備え
ており、ボールトラックの相対的に高い階層からのボールが図３６における左側からカッ
プ１９８内に落下できるようになっている。特定の数のボール、例えば三つのボール、が
カップ１９８内に落下するとすぐに、カップ１９８がその死点位置を越えて他方側に傾き
、カップ１９８内に収集されたボールが相対的に低い階層に位置する隣接するボールトラ
ックセクション内に解放され得る。
【００７０】
　図３７は、撃力機能を有したモジュール要素２００を示している。この目的のために、
長手方向に延びるロッド２０２がモジュール要素２００上に配置されており、ロッド２０
２がモジュール要素２００を越えて両方向に突出し、隣接するボールトラックセクション
まで到達できるようになっている。ロッド２０２の一方の端部にボールが突き当たると、
その衝撃がロッド２０２を通って反対側の端部へと進んでいき、反対側の端部に接触して
いるボールに伝達されることができる。
【００７１】
　図３８は、図３７のモジュール要素２００を変更された形態で示している。衝撃は、ま
た、ロッド２０２を通って一方のボールから他のボールへ伝達されるが、この衝撃の伝送
は図３８に従ってロッド２０２の回転によって達成される。
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８ａ】

【図８ｂ】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１３ａ】 【図１３ｂ】

【図１３ｃ】 【図１３ｄ】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】
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【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】

【図２８】

【図２９】
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【図３０】

【図３１】

【図３２】

【図３３】

【図３４】

【図３５】

【図３６】

【図３７】



(26) JP 6856776 B2 2021.4.14

【図３８】
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